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18) 温井孝昌，高嶋修太郎，山本真守，田口芳治，道具伸浩，小西宏史，吉田幸司，林 智宏，田中耕太郎．脊髄サルコ
イドーシスとして加療されたがステロイド治療への反応が乏しく頚椎症性髄内浮腫と診断した 1 例．第 224 回日本内
科学会北陸地方会；2014 Sep 7；射水． 
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凝固薬服用下における心原性脳塞栓症例の検討．第 26 回日本脳循環代謝学会総会；2014 Nov 21-22；岡山． 
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脳梗塞を繰り返しサルコイド シースと診断した1 例．第 138 回日本神経学会東海北陸地方会；2014 Mar 8；名古屋． 
21) 小西宏史，吉田幸司，山本真守，林 智宏，温井孝昌，道具伸浩，田口芳治，高嶋修太郎，田中耕太郎．脳梗塞を繰
り返し 高次機能障害を伴った神経サルコイドーシスの一例．第 32 回日本神経治療学会総会；2014 Nov 20-22；東京． 
22) 吉田幸司*，田口芳治，林 智宏，山本真守，小西宏史，温井孝昌，平野恒治，道具伸浩，高嶋修太郎，田中耕太郎．
当院における若年性脳梗塞（50 歳以下）の検討．第 39 回日本脳卒中学会総会；2014 Mar 13-15；大阪． 
23) 吉田幸司*，畑由紀子，西田尚樹，田中耕太郎．Autopsy-proven progressive supranuclear palsy の臨床病理学的検討．第
55 回日本神経学会学術大会；2014 May 21-24；福岡． 
24) 吉田幸司*，畑由紀子，木下耕史，西田尚樹，田中耕太郎．認知症主体の症状を呈した PSP と考えられる 1 剖検例．
第 55 回日本神経病理学会総会学術研究会；2014 Jun 5-7；東京． 
25) 吉田幸司*，小西宏史，林 智宏，山本真守，温井孝昌，道具伸浩，田口芳治，高嶋修太郎，田中耕太郎．自己貪食
空胞性ミオパチーの 1 例．第 139 回日本神経学会東海北陸地方会；2014 Jul 5；名古屋． 
26) 吉田幸司*，畑由紀子，田口芳治，西田尚樹，田中耕太郎．小脳歯状核に強い所見を認めた Autopsy-proven progressive 
supranuclear palsy(PSP)の高齢男性例．第 6 回日本神経病理学会東海・北陸地方会；2014 Sep 27；岐阜． 
27) 吉田幸司*，小西宏史，林 智宏，山本真守，温井孝昌，道具伸浩，田口芳治，高嶋修太郎，田中耕太郎．Body lateropulsion
で発症し 当初 MRI で確認できなかった延髄梗塞の 1 例．第 140 回日本神経学会東海北陸地方会；2014 Nov 1；福井． 
28) 吉田幸司*，畑由紀子，田口芳治，西田尚樹，田中耕太郎．法医解剖で診断された大脳皮質基底核変性症の臨床病理
学的検討．第 33 回日本認知症学会学術集会；2014 Nov29-Dec 1；横浜． 
29) 林 智宏，温井孝昌，山本真守，吉田幸司，小西宏史，道具伸浩，田口芳治，高嶋修太郎，田中耕太郎．抗 PL-7 抗
体陽性多発／皮膚筋炎に併発した抗MuSK抗体陽性重症筋無力症の 1例．第 222回日本内科学会北陸地方会；2014 Mar 
2；福井． 
30) 山本真守，道具伸浩，林 智宏，吉田幸司，小西宏史，温井孝昌，田口芳治，高嶋修太郎，田中耕太郎．クリプトコ
ッカス髄膜炎に対し ステロイド治療が奏効した 1 例．第 32 回日本神経治療学会総会；2014 Nov 20-22；東京． 
31) 旭 雄士，柏崎大奈，高 正圭，道具伸浩，高嶋修太郎，田中耕太郎，黒田 敏．STN-DBS におけるマルチプログ
ラミング機能の効果の検討．第 53 回定位・機能神経外科学会総会；2014 Feb 7-8；大阪． 
32) 三浦佳代子，松井三枝，高嶋修太郎，田中耕太郎．パーキンソン病患者における神経心理機能と高次生活機能との関
連．第 49 回北陸心理学会大会；2014 Oct 18；金沢． 
33) 三浦佳代子，松井三枝，高嶋修太郎，田中耕太郎．パーキンソン病患者における神経心理機能の特徴および高次生活
機能との関連．第 38 回日本高次脳機能障害学会；2014 Nov 28-29；仙台． 
 
◆ その他 
1)  田中耕太郎．脳梗塞 薬で血栓溶かす－発症 4 時間半以内に投与．北日本新聞（朝刊）．2014 Jan 8；13． 
2)  田中耕太郎．脳梗塞再発予防－リスクとベネフィットからみた抗血小板療法－．SCRUM 講演会 in 奈良；2014 
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Jan18；奈良． 
3)  田中耕太郎．脳梗塞再発予防－リスクとベネフィットからみた抗血小板療法－．砺波医師会学術講演会；2014 Jan 
28；砺波． 
4)  田中耕太郎．認知症/認知機能の低下を防ぐためには．認知症/認知機能の低下を防ぐ－糖尿病診療を考える会；2014 
Jan 29；富山． 
5)  田中耕太郎．脳梗塞再発予防－最新の抗血栓療法．第 16 回徳島脳卒中研究会；2014 Feb 9；徳島． 
6)  田中耕太郎．脳梗塞の再発予防戦略－最近の脂質管理と抗血栓療法．第 6 回 Medical Seminar in Kurobe；2014 Feb 20； 
黒部． 
7)  田中耕太郎．老化に伴う病気の治療（3）認知症の進行 薬で抑制．北日本新聞（朝刊）．2014 Feb 26；11． 
8)  田中耕太郎．脳梗塞再発予防－日本人にとって最適な抗血小板療法とは－．第 10 回脳梗塞の治療とケアを考える
会；2014 Feb 27；神戸． 
9)  田中耕太郎．老化に伴う病気の治療（4）パーキンソン病 薬で改善．北日本新聞（朝刊）．2014 Mar 5：13． 
10)  田中耕太郎．脳梗塞再発予防－日本人にとって最適な抗血小板療法とは－．相楽綴喜医師会学術講演会；2014 Mar 8；
京都府相楽郡． 
11)  田中耕太郎．脳血管障害の再発予防戦略における EPA の役割．EPA Stroke Clinical Seminar；2014 May 1；厚木． 
12)  田中耕太郎．臨床エビデンスより見た抗血小板療法．第 30 回富山県脳卒中研究会研究会；2014 May 9；富山． 
13)  田中耕太郎．脳血管障害の再発予防戦略における EPA の役割．STROKE Fatty Acid Seminar；2014 May 30；仙台． 
14)  田中耕太郎．脳の健康と ω3 系多価不飽和脂肪酸－EPA と DHA の役割．武田薬品工業（株）社外勉強会講演会；2014 
Jun 12；富山． 
15)  田中耕太郎．脳梗塞再発予防－日本人にとって最適な抗血栓療法．平成 26 年度第 1 回富山脳卒中地域連携の会；2014 
Jun 16；富山． 
16)  田中耕太郎．NOAC 登場後の心原性脳塞栓症の再発予防戦略．ストップ脳卒中プロジェクト 全国一斉エリア会議研
究会；2014 Jul 2；富山． 
17)  田中耕太郎．脂肪酸と脳の健康を考える．EPA Clinical Seminar－脂肪酸と脳の関係を考える－；2014 Jul 10； 東京． 
18)  田中耕太郎．NOAC 登場後の心原性脳塞栓症の再発予防戦略．Stroke Forum in Shiga 研究会；2014 Jul 17；草津． 
19)  田中耕太郎．脳卒中予防における降圧の重要性．大日本住友製薬 社内勉強会；2014 Aug 28；富山． 
20)  田中耕太郎．脳血管障害の再発予防戦略における脂肪酸の役割．埼玉東部 EPA Stroke Clinical Seminar；2014 Sep 11；
越谷． 
21)  田中耕太郎．脳梗塞再発予防－ベネフィット・リスクから見た抗血小板療法．ATIS Exchange Meeting；2014 Sep 13；
東京． 
22)  田中耕太郎．脳梗塞再発予防－ベネフィット・リスクから見た抗血小板療法－．ATIS  Web Conference in 北陸；2014 
Sep 26；東京． 
23)  田中耕太郎．脳血管障害の再発予防戦略における EPA の役割．全国 EPA 講演会；2014 Oct 18；東京． 
24)  田中耕太郎．NOAC 登場後の心原性脳塞栓症の再発予防治療．Stroke Conference Kyoto；2014 Oct 11；京都． 
25)  田中耕太郎．レビ－小体型認知症の症例検討．DLB Expert Meeting；2014 Oct 20；富山． 
26)  田中耕太郎．パーキンソン病の地域連携について．富山 PD 治療地域連携を考える会；2014 Oct 23；富山． 
27)  田中耕太郎．脳梗塞の治療と再発予防－抗血栓療法を中心に．脳梗塞患者さんのアドヒアランス向上を目指したイ
ノベーションの創造；2014 Oct 25；東京． 
28)  田中耕太郎．脳梗塞再発予防における抗血小板療法のベネフィットとリスク．対馬市学術講演会；2014 Oct 30；対
馬． 
29)  田中耕太郎．脳循環代謝学－研究の進歩を振り返って．第 23 回なにわ脳神経内科懇話会（なにわ会）；2014 Nov 1；
大阪． 
30)  田中耕太郎．脳梗塞再発予防－ベネフィット・リスクから見た抗血小板療法．第 10 回新居浜 CNS Meeting；2014 Nov 
6；新居浜． 
31)  高嶋修太郎．認知症の医学的理解．平成 25 年度認知症ケア研修；2014 Frb 17；富山． 
32)  高嶋修太郎．神経難病の病態・治療について．平成 26 年度富山市保健所研修；2014 Oct 29；富山． 
33)  高嶋修太郎．認知症の医学的理解．平成 26 年度認知症ケア研修；2014 Nov 10；富山． 
34)  高嶋修太郎．認知症の医学的理解．平成 26 年度認知症ケア研修；2014 Nov 17；富山． 
35)  高嶋修太郎．心原性脳塞栓症の 2 次予防における課題．Toyama Network Meeting；2014 Nov 26；富山． 
附属病院
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36)  高嶋修太郎．認知症の医学的理解．平成 26 年度認知症ケア研修；2014 Dec 1；富山． 
37)  田口芳治．神経難病に関する基礎知識 神経難病の理解．難病患者等ホームヘルパー養成講習会；2014 Feb 4；富山． 
38)  田口芳治．眼で見る神経内科．第 17 回富山県神経内科医会研究会講演会；2014 Jul 16；富山． 
39)  田口芳治．高齢者てんかんと薬物療法．全砺波薬剤師会学術研修会；2014 Jul 18；富山． 
40)  田口芳治．Cerebral microbleeds と多価不飽和脂肪酸の関連についての検討．京都 EPA フォーラム；2014 Oct 11；京
都． 
41)  田口芳治．パーキンソン病の診断と治療について．富山 PD 治療地域連携を考える会；2014 Oct 23；富山． 
42)  田口芳治．脳小血管病と多価不飽和脂肪酸についての検討．第 2 回富山脂肪酸研究会；2014 Nov 6；富山． 
43)  田口芳治．不整脈から起こる危険な脳梗塞とは その原因と治療．第 8 回脳卒中公開講座「脳卒中はごめんだ！」；
2014 Nov 29；富山． 
44)  道具伸浩．新規経口抗凝固薬（NOAC）の使用経験 急速に麻痺の改善した症例．富山県新規経口抗凝固薬適正使
用セミナー；2014 Mar 20；富山． 
45)  道具伸浩．内頚動脈由来の脳梗塞と考えた一例．立山脳卒中セミナー；2014 Jun 18；富山． 
46)  道具伸浩．脳梗塞の鑑別が必要であった多発性硬化症の一例．MS クリニカルセミナー；2014 Dec 3；富山． 
47)  小西宏史，中嶋 歩，吉田幸司，山本真守，林 智宏，温井孝昌，道具伸浩，田口芳治，高嶋修太郎，田中耕太郎．
1 年間に 3 回発作を繰り返し原因診断に苦慮した脳梗塞．富山 Stroke カンファレンス；2014 Mar 6；富山． 
48)  小西宏史，山本真守，林 智宏，吉田幸治，温井孝昌，道具伸浩，田口芳治，高嶋修太郎，田中耕太郎，野口 京．
T2 強調画像で中心前回に低信号域を認めた若年発症筋萎縮性側索硬化症の 1 例．第 52 回北陸神経内科懇話会；2014 
Jun 21；金沢． 
49)  三浦佳代子，松井三枝，高嶋修太郎，田中耕太郎．パーキンソン病患者における認知機能の特徴．富山大学学際交
流会；2014 Mar 10；富山． 
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